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業績は期初予想を大幅に上回る

主軸の2事業ともに堅調に推移

「エコキューブ」を業界団体へ譲渡。「FLIE ONE」は新たなステージへ

当中間期の連結業績は、売上高226億34百万円（前年同期比
0.2%減）、営業利益17億36百万円（前年同期の7.2倍）、親会社
株主に帰属する中間純利益10億62百万円（同14.6倍）となり、
期中に上方修正した通り、期初予想を大きく上回る結果と

なりました。ソリューション事業分野における収益物件の

売却が主因ですが、リノベーション事業分野においてもリノ

ヴェックスマンション販売が堅調に推移し、販売件数・利益

率が想定を上回ったことも一つの要因です。なお、1株当たり
中間配当金につきましては、下半期の事業環境を考慮し、

当初計画通り1株当たり17円（普通配当10円、創立30周年
記念配当7円）とさせていただきます。

当社は中期経営方針に、既存の主軸事業（リノベーション

事業分野、ソリューション事業分野）の収益化と、先行投資

事業（省エネリノベーション、不動産取引のDX化）の拡充と
いう「両利きの経営」を推進してきました。

主軸事業のひとつであるリノベーション事業分野は、前期に

リノヴェックスマンションの事業期間（施工期間と販売期間

の合計日数）の短縮を目的に長期保有物件の早期売却に注力

していました。財務バランスを強化した一方、在庫のスリム

化をしたことにより、当中間期の販売件数は539件（前年同期
比17.3%減）となりました。その結果、リノベーション事業

分野の売上高は174億78百万円（同12.1%減）となりました。
営業利益はリノヴェックスマンション販売の利益率の大幅改善

により、6億64百万円（同386.9%増）となりました。事業期間
も163日へと短縮するなど成果を得ることができました。
また、ソリューション事業分野は収益物件の売却に加え、

不動産小口化商品である「アセットシェアリング+（プラス）」
の組成や、インバウンドによって稼働率・客室単価向上に

つながったホテル事業の売上増が寄与したことによって、

売上高は51億56百万円（同85.2%増）、営業利益15億4百 
万円（同175.7%増）となりました。

先行投資事業については、省エネリノベーションのブランド

である「エコキューブ」の登録商標を2024年12月に一般社団
法人リノベーション協議会に譲渡しました。「エコキューブ」

は当社が業界に先駆けて、省エネリノベーションの工法・設備

開発から省エネ性能の算出・“見える化”に取り組んできま

した。今回の譲渡によって「エコキューブ」がリノベーション

業界の統一基準となり、省エネリノベーションが加速度的に

普及し、新築市場のみならず既存住宅の市場についても、

より一層省エネ化が浸透することを期待しています。当社

としては、これまでと同様に省エネ技術の開発を行い、国が

掲げる2050年のカーボンニュートラルに貢献していきます。
一方、不動産取引のDX化に貢献すべく展開しているDX

中期経営方針の“両利きの経営”に成果

業界の先駆者として
新たな価値を創出し、
安定かつ持続的な成長に
向けた基盤を構築
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持続的な成長を可能にする人的資本の強化を推進

通期業績も上方修正。『住宅価値のオープン化』にも対応

当社は今年、創立30周年を迎えます。当社のコアバリューで
ある“現場力”を今一度高めるために、社員が成長できる環境

の整備を進めています。具体的には、新人育成や階層別研修

の整備・拡充を中心とする人財育成プログラムの強化、 
グループ従業員へのRS（譲渡制限付株式）の付与や新評価制度
の導入によるモチベーションの維持・向上など、施策は多岐

にわたります。今年2月には本社オフィス移転も計画して

おり、社内コミュニケーションの更なる活性化に向けた環境

づくりも進めています。これらを推進することにより、従業

員のエンゲージメント向上につなげ、コアバリューを強化

し、当社の持続的な成長の礎を築いていきます。

人的資本については、IRピックアップでも
紹介しています。

上半期は先に述べた通り、収益物件の売却が業績の押上げに

寄与しましたが、下半期については当初の計画通りとした

うえで、期初に定めた通期目標を上方修正し、売上高463 
億65百万円（前期比8.6%増）、営業利益20億63百万円（同
121.6%増）、親会社株主に帰属する当期純利益12億31百 
万円（同197.4%増）としました。不動産市場はエリアによって
物件の需給状況が二極化していますが、このような環境だから

こそ当社の目利き力が活きる時であると考えており、引き続き

事業期間の短縮を意識しながら物件の見極めを行い、収益の

源泉も積み増していきます。また、海外マネーの流入に伴う

不動産業界の透明性の向上が求められており、不動産の“囲い

込み”に関する規制が整備され、『住宅価値のオープン化』が

進みます。この不動産業界の変化に対し、不動産取引のDX化
による業務の効率化・省力化の促進で、社会課題の解決に

取り組んでまいります。

パッケージ「FLIE ONE」については、着実にサービスを拡充
しています。売主直販の不動産売買プラットフォーム「FLIE」
は、物件掲載件数が全国2,000件を超えるなど規模が拡大。
物件情報の確認から内見予約までがオンラインで可能な

「フリエ de 物確」は、不動産会社の業務効率化やコミュニ
ケーションコスト削減が評価され、大手不動産会社をはじめ

導入企業が増加しています。また、セルフ内見サービスの

「Smaview（スマビュー）」は従来のサービスから大幅に 
バージョンアップを行い、オートロックを含むあらゆる物件に

おいてスマートフォンで簡単に解錠が可能な仕組みを構築し、

管理者は物件の出入りをリアルタイムで管理できるよう刷新

しました。これらのサービス拡充により、先行投資事業から

プラットフォーム型の安定収益事業への道筋もいよいよ見え

てきました。

「エコキューブ」「FLIE」の先行投資事業が新たなステージを
迎える中、引き続き業界全体の省エネとDXに貢献し、循環
型リノベーションモデルの構築を目指した取り組みを進めて

いきます。

『効率性』と『収益性』の向上による筋肉質な経営を実現
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2025年5月期通期業績予想　（単位：百万円）
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当中間期の PO I N T

会社概要 （2024年11月30日現在）

IRメール配信 登録受付中 当社の決算発表等のIR情報や、説明会・セミナー開催、
新商品・サービスのご案内をお送りしています。

ご登録はこちら

▲

会社名 株式会社インテリックス
設立 1995年（平成7年）7月17日
所在地 〒150-0002

東京都渋谷区渋谷2-12-19
東建インターナショナルビル11F

上場市場 東京証券取引所スタンダード市場
（証券コード 8940）

資本金 22億53百万円
代表者 代表取締役社長　俊成 誠司

従業員数 連結305名、単体195名
事業内容 不動産売買・不動産賃貸

不動産コンサルティング
免許番号 ［宅地建物取引業者免許］国土交通大臣（5） 第6392号

［不動産特定共同事業者許可］東京都知事 第97号
所属団体 一般社団法人 リノベーション協議会

公益社団法人 首都圏不動産公正取引協議会
一般社団法人 不動産流通経営協会
一般社団法人 全国住宅産業協会
一般社団法人 不動産証券化協会
一般社団法人 不動産特定共同事業者協議会

営業拠点 渋谷・札幌・仙台・東京日本橋・横浜・名古屋・
京都・大阪・広島・福岡

グループ
会社

株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社ＦＬＩＥ
株式会社リコシス
株式会社ＴＥＩ Japan
株式会社再生住宅パートナー

1 2売上高 営業利益

PO I N T PO I N T

3 1株当たり中間配当金

PO I N T

収益物件の売却が利益を大きく押上げ、リノ
ヴェックスマンション販売の利益率が着実に
改善し、ホテル事業による利益寄与等により、
販管費の増加（前年同期比7.1%増）を吸収し
営業利益は前年同期から7.2倍の増益

リノヴェックスマンションの販売件数減による
売上減があったものの、収益物件の売却や
不動産小口化商品「アセットシェアリング＋
（プラス）」の組成、高稼働率のホテル事業に
より前年同期と同水準で着地

中間配当は、業績が順調に推移したことを
踏まえるとともに、創立30周年を記念して、1株
当たりの普通配当10円、記念配当7円の合計17円

F i n a n c i a l  R e v i e w

数字で伝えるインテリックス

■リノヴェックスマンション販売戸数 ■売上高 ■経常利益

■親会社株主に帰属する当期純利益 ■自己資本比率 ■1株当たり配当金
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